
空中写真判読による崩壊地（発生域）集計結果（奈良県・和歌山県・三重県）
【平成23年10月11日現在】

三県における崩壊諸元

崩壊（発生域）箇所数（N） 3,077箇所

崩壊（発生域）面積（A） 約950万m2

崩壊土砂量（V）
（うち緊急調査箇所

約1億m3 

約3,500万m3)

空中写真撮影範囲面積（AT） 約48億m2中写真撮影範囲面積（ T） 約 億

崩壊面積率（A/AT×100） 約0.20%

緊急調査箇所 崩壊土砂量

十津川村 長殿 約680万m3

十津川村 栗平 約1,390万m3

野迫川村 北股 約120万m3

大塔町 赤谷 約900万m3大塔町 赤谷 約900万m

田辺市 熊野 約410万m3

計 約3,500万m3

なお、崩壊面積と崩壊土砂量の関係には、以下に示す
Guzzettiの経験式を用いた。

45.1074.0 AV ⋅=
このとき、V：崩壊土砂量 (m3) 、A：崩壊面積 (m2)

※今回の発表は速報値であり、調査未了箇所もあるため、
今後修正する可能性があります。


